
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成15年２月１日（2）

佐
藤
　
勇
介

両
親
に
感
謝
。
今
ま
で
出
会
っ
た
人
、

僕
の
こ
と
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
達
に

感
謝
。
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
。
こ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
従
っ
て
生
き
て

い
き
た
い
。

近
況
報
告
…
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

山
口
　
政
司

二
十
歳
に
成
る
に
あ
た
り
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
一
つ
一
つ
の
行
動
に

責
任
を
持
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

近
況
報
告
…
会
社
員

長
田
　
光
守

二
十
歳
に
な
り
こ
れ
か
ら
は
、
一
つ
一

つ
責
任
の
と
れ
る
行
動
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
大
人
の
一
員
と
し
て
は
ず

か
し
く
な
い
行
動
を
と
り
た
い
で
す
。

近
況
報
告
…
大
月
短
期
大
学
卒
業
予
定

成人おめでとうございます 成人おめでとうございます 成人おめでとうございます 

はたちのしおりに
投稿いただいた新成人一言（敬称略）

一
月
十
二
日
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
道
志
村
成
人
式
が
華
や
か

に
行
わ
れ
、
色
艶
や
か
な
振
り
袖
や
、
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

二
十
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、
流
石
、
高
村
、
両
県
議
会
議
員
も
お
忙

し
い
な
か
出
席
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
村
議
会
議
員
の
村

田
議
長
や
来
賓
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。

祝
辞
の
あ
と
に
お
い
て
は
新
成
人
を
代
表
し
、
半
田
美
幸
さ
ん
が
力
強
い
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
福
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
成
人
者
が
中
学
校
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
、
恩
師
の
五
味
先
生
も
出

席
を
さ
れ
、成
人
者
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
と
、

激
励
の
挨
拶
を
し
た
。

成
人
者
が
趣
向
を
こ
ら
し
制
作
し
た
、
保
育
所
か
ら
中
学
時
代
の
思
い
出
を
ス

ラ
イ
ド
を
見
て
歓
声
を
あ
げ
た
り
、
思
い
出
ば
な
し
を
す
る
人
な
ど
和
や
か
な
成

人
式
が
行
わ
れ
た
。

新
成
人
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

二十歳を迎えて抱負を一言

誓いの言葉を述べる半田美幸さん

新
津
　
晶
子

ハ
タ
チ
。
幼
い
頃
「
二
十
歳
」
と
聞
く

と
、
と
て
つ
も
な
く
大
人
の
感
じ
が
し
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
十
歳
を
迎
え
た
朝
、
鏡
に

映
っ
た
自
分
は
昨
日
と
何
ら
変
わ
り
な
い

自
分
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
自
分
が
成
人
し

た
と
い
う
実
感
は
な
い
の
で
す
が
、
大
人

と
し
て
の
責
任
を
感
じ
な
が
ら
一
日
一
日

を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
両
親
を
は
じ
め
、
今
ま
で
支
え
て

下
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

近
況
報
告
…
学
生
を
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
　
宏

二
十
歳
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
学
生
の

身
で
あ
る
た
め
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
自
分
。

し
か
し
、
世
間
で
は
も
う
お
と
な
。
こ
れ

か
ら
は
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、

今
ま
で
自
分
を
支
え
て
き
た
人
達
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
少
し
で
も
社
会

に
役
立
つ
人
間
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
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第
十
六
回
新
春
の
富
士
山
麓
を
走
る
道

志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海
駅
伝
競

走
大
会（
南
都
留
郡
陸
上
競
技
協
会
主
催
）

が
五
日
、
道
志
村
役
場
前
に
お
い
て
開
会

式
が
行
わ
れ
、
陸
協

流
石
会
長
と
、
道

志
村
長
、
教
育
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
午

前
十
時
に
役
場
前
を
佐
藤
村
長
の
号
砲
の

合
図
に
よ
り
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

一
般
、
壮
年
、
中
学
な
ど
の
部
門
で
忍

野
村
役
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
五
区
間
で
行

わ
れ
、
競
い
ま
し
た
。

沿
道
で
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

道
志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海

今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝

▼
一
般
男
子
　
巨
摩
高
等
学
校
Ａ

▼
一
般
女
子
　
巨
摩
高
等
学
校

▼
壮
年
の
部
　
富
士
五
湖
マ
ス
タ
ー
ズ
Ａ

▼
中
学
男
子
　
都
留
第
二
中
学
校
Ａ

▼
中
学
女
子
　
道
志
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会

一斉にスタート

い
き
た
い
。

近
況
報
告
…
帝
京
大
学
経
済
学
部

経
済
学
科
二
年出

羽
　
輝
久

つ
い
に
二
十
歳
に
な
り
、こ
れ
か
ら
は
、

一
人
の
大
人
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
、
責
任
あ
る
行
動
を
心
掛
け
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

の
抱
負
と
し
て
、
残
り
の
学
生
生
活
の
中

で
、
社
会
に
通
用
す
る
実
力
を
身
に
つ
け

て
、
新
し
い
人
材
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い

け
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

近
況
報
告
…
今
は
、
帝
京
大
学
に
通
っ
て

い
て
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
い
う
資

格
を
取
る
た
め
勉
強
中
で
す
。

佐
藤
　
恵
英

専
門
学
校
を
卒
業
後
に
早
く
自
分
の
働

き
た
い
と
思
う
所
に
就
職
を
し
て
、
親
か

ら
の
自
立
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
大
切
に
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
…
東
京
の
専
門
学
校
に
通
っ
て

い
て
、
今
年
の
三
月
に
卒
業

予
定
で
す
。

金
子
　
由
香

私
も
い
よ
い
よ
成
人
式
を
迎
え
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
す
。
自
分
の
中
で
は
ま

だ
ま
だ
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
っ
て
、
一
日
一
日
を
大

切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
で
も
目

標
を
持
ち
、
努
力
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

近
況
報
告
…
専
門
学
校
二
年
生
。
た
だ
い

ま
就
職
活
動
中
で
す
。

佐
藤
　
金
寿

二
十
歳
を
期
に
、
は
や
く
自
立
し
た
一
人

前
の
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

近
況
報
告
…
富
士
吉
田
テ
ィ
ア
ッ
ク
㈱
で

働
い
て
い
る
。

友達とのスナップ

すばらしい笑顔でハイポーズ

流石会長 挨拶
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都
留
警
察
署
長
及
び

山
梨
県
防
犯
協
会
都
留
支
部
長
表
彰

佐
藤
　
淳
、
佐
藤
富
治
、
佐
藤
茂
栄
、

村
田
幸
家
、
佐
藤
久
嗣
、
新
津
隆
平
、

佐
藤
昭
雄
、
出
羽
久
美
男

道
志
村
消
防
団
長
表
彰

永
年
勤
続
章
（
二
十
年
勤
続
）

佐
藤
和
彦
、
湯
川
義
信
、
山
口
孝
俊
、

杉
本
秀
明

勤
続
章
（
十
五
年
勤
続
）

村
田
幸
家
、
佐
藤
一
彦
、
佐
藤
和
三
、

佐
藤
忠
男
、
菅
谷
武
正
、
池
谷
二
三
彰
、

池
谷
叔
晴
、
池
谷
弘
通
、
池
谷
昌
久
、

池
谷
和
也

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
章

副
団
長
　
池
谷
高
明

乙
種
功
労
章

佐
藤
富
治
、
佐
藤
一
彦
、
佐
藤
勇
二
、

杉
本
正
治
、
水
越
一
成
、
長
田
和
夫
、

池
谷
　
勝

山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

支
部
長
表
彰

湯
川
和
則
、
菅
谷
克
士
、
佐
藤
建
蔵
、

佐
藤
　
進
、
山
口
時
彦
、
杉
本
孝
造
、

水
越
克
伸

山
梨
県
富
士
北
麓
・

東
部
地
域
振
興
局
長
表
彰

消
防
功
労
者

山
本
治
幸
、
佐
藤
正
文

一
月
十
三
日
新
春
恒
例
の
道
志
村
消
防

団
（
団
長

白
井
勝
光
）
の
出
初
式
が
多

数
の
来
賓
を
迎
え
、
道
志
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
は
、
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
室
外
方
式
で
実
施
さ
れ
、
総
指
揮
官
の

号
令
に
よ
り
整
列
し
た
消
防
団
員
の
人
員

報
告
で
は
じ
ま
り
、
団
長
訓
辞
、
村
長
の

挨
拶
、
ま
た
、
来
賓
の
祝
辞
等
が
行
わ
れ
、

続
い
て
消
防
活
動
及
び
防
犯
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た
消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
は
、
生
業
の
か
た
わ
ら
崇
高
な
消

防
精
神
と
強
い
責
任
感
を
も
っ
て
火
災
を

初
め
、各
種
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
よ
り
益
々
複
雑
多
様
化
の
傾

向
に
あ
る
災
害
に
即
応
す
る
た
め
、
地
域

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
員
と
し

て
、
日
夜
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

消
防
団
の
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

道
志
村
消
防
団
出
初
式

平
成
十
五
年

道
志
村
消
防
団
出
初
式

団長　白井勝光 訓辞

団旗に注目

整列した消防団員

表

彰
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優
良
章
（
十
年
勤
続
）

佐
藤
隆
秀
、
平
賀
正
吾
、
佐
藤
徳
敏
、

佐
藤
利
一
、
山
口
直
仁
、
山
本
　
学
、

杉
本
善
美
、
佐
藤
正
夫
、
山
口
忠
雄
、

山
口
良
男
、
山
口
加
津
雄
、
山
口
秀
昭
、

渡
辺
　
尚
、
渡
辺
堅
一
、
山
口
一
幸
、

水
越
一
光
、
水
越
康
弘

精
勤
章
（
三
年
勤
続
）

佐
藤
弘
幸

新
入
団
員
紹
介

平
成
十
四
年
度
　
新
入
団
員

佐
藤
健
太
郎
、
水
越
一
博
、
水
越
　
実新 入 団 員

夏
の
五
感
の
集
い
「
富
士
登
山
」、
秋
の
五

感
の
集
い
「
星
空
と
音
楽
の
夕
べ
」
に
継
い

で
、
冬
の
五
感
の
集
い
を
一
月
二
十
五
日
、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
「
お
正
月
」
の
歌
詞
の

一
説
に
こ
だ
わ
り
、
凧
づ
く
り
・
コ
マ
回

し
・
羽
根
突
き
・
か
る
た
取
り
・
百
人
一

首
・
福
笑
い
・
水
、
紙
鉄
砲
と
昔
な
つ
か
し

い
正
月
遊
び
を
し
、
講
師
に
招
い
た
山
口
大

八
さ
ん
に
、
休
憩
の
時
間
を
利
用
し
、
昔
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
一
日
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

物
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
と
移
り

行
く
中
、
子
供
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬の五感の集い

凧づくり　上手に作れるかな ▲ かるた取り　犬もあるけば棒…

昔なつかしい正月遊び

百
人
一
首

▲
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一
、
助
成
対
象
者
及
び
応
募
資
格

山
梨
県
南
都
留
郡
道
志
村
内
に
お
い
て
営

利
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
わ
な
い
法
人
又

は
団
体
と
す
る
。（
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
対

価
を
求
め
な
い
団
体
）

二
、
助
成
対
象
事
業

①
道
志
村
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
活

動
及
び
整
備
活
動
に
対
す
る
助
成
金
の

給
付

・
森
林
に
関
す
る
活
動
・
道
志
川
に
関
す

る
活
動
・
環
境
汚
染
防
止
活
動
・
啓
発

活
動

②
道
志
村
民
の
生
活
基
盤
向
上
に
資
す
る

活
動
に
対
す
る
助
成
金
の
給
付

・
総
合
的
な
企
画
、
活
動
・
観
光
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
、活
動
・
観
光
資
源
の
発
掘
と

整
備

・
伝
統
芸
能
及
び
伝
統
技
術
の
保
存
と
維

持
活
動
・
生
活
基
盤
の
整
備
活
動
・
産
業

振
興
活
動

助
成
金
の
総
額

本
年
度
の
助
成
金
総
額
は
一
、
三
五
〇
万
円
の

予
定
。

応
募
方
法

当
基
金
所
定
の
「
助
成
金
支
給
申
請
書
及
び

事
業
計
画
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
所

定
の
期
日
ま
で
に
当
基
金
に
提
出
す
る
。

平成15年度 公益信託道志水源基金募集！！

応
募
期
限

平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日
（
金
）

選
考
の
方
法

公
益
信
託
　
道
志
水
源
基
金
運
営
委
員
会
の

審
議
に
よ
り
、
受
給
者
及
び
助
成
金
額
を
決

定
す
る
。

助
成
金
の
給
付

平
成
十
五
年
六
月
以
降
に
受
給
者
に
対
し
、

銀
行
振
込
に
よ
り
給
付
す
る
。

報
告
書
の
提
出

受
給
者
は
、
助
成
の
対
象
と
な
っ
た
事
項
に

係
わ
る
報
告
書
を
当
基
金
に
提
出
す
る
。

募
集
の
窓
口

道
志
村
役
場
道
志
水
源
基
金
事
務
局

（
担
当
佐
藤
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
四
（
五
二
）
二
一
一
一
　

内
線
・
一
六

三
菱
信
託
銀
行
個
人
資
産
相
談
部
公
益
信
託

推
進
室
（
稲
村
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
（
三
二
一
二
）
一
二
一
一
　

内
線
・
三
一
七
一

申
請
書
提
出
先

〒
四
〇
二
│
〇
二
〇
九
　

山
梨
県
南
都
留
郡
道
志
村
六
一
八
一
│
一

道
志
村
役
場
　
道
志
水
源
基
金
事
務
局

２月はボランティア活動推進月間です。ボランティ

アは元気な人しかできないと思っていませんか。身障

者でも、寝たきりでも、老人でも子供でもボランティ

アは可能です。やさしい気持ちに気づくこと、やさし

い気持ちを引き出すこと、やさしい気持ちを育て伝え

ること。こうしたことがボランティア活動につながり

ます。住民のすべてがなんらかの意味で福祉にかかわ

って福祉の村ができあがるのです。住民総ボランティ

アが合い言葉になれるようこれを機にボランティアに

関心を！！
ボランティア活動についての情報、登録、ボランテ

ィアを必要としている方は、道志村社会福祉協議会ま

でご連絡下さい。 問い合わせ☎ (52) 2111  内線28

ボランティア活動推進月間

平成15年度春の火災予防運動が３
月１日から７日まで全国一斉に行わ
れます。この時季は、空気が非常に
乾燥し、風も強く、ちょっとした油
断から火災が起きやすくなり、大火
にもなりやすい時季です。暖房器具
やたき火の消し忘れなどに十分注意
して火災を起こさないようにしまし
ょう。
また、山火事が多発する時季でも

ありますので、山林や原野でのたば
この投げ捨ては絶対にやめましょう。

平成15年度

春の全国火災予防運動
3月１日(土)～7日(金)


